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オカモト株式会社 (本社：東京都文京区、代表取締役：岡本良幸 )は、12 月 1 日の「世

界エイズデー」に合わせた啓発活動として、12 月 10 日 (土 )にベネトン  ジャパン株式会

社、公益財団法人エイズ予防財団と共催でコンドームと HIV/AIDS の検査と予防に関す

る啓発資料の街頭配布を若者が多く集まる街、下北沢で行ないます。  

当社は、早くから「エイズ」という世界的な難病を取り上げてきたベネトンの企業姿勢

に賛同し 20 年以上に渡りコンドームのライセンス製品を販売して参りました。また、

「世界エイズデー」に合わせた啓発活動として公益財団法人エイズ財団とともに表参道

でコンドームの配布などを実施してきましたが、今回はより強くターゲットを若者に絞

り、期間限定スペース「下北沢ケージ」で実施致します。  

 2016 年の「世界エイズデー」キャンペーン・テーマ  

「知っていても、分かっていても AIDS IS NOT OVER」  

2015 年の日本における新規 HIV 感染者報告数は 1,006 件、新規エイズ患者報告数は

428 件に上り、合計の新規報告数は 1,434 件でした。  

ここ数年は、同じ水準で推移し、特に若者の HIV 感染  

者も多いという状況に、当社はエイズ問題をはじめと  

する性感染症の啓発活動をさらに深めていくことが必要

と考え、正しい知識や情報の提供に努めております。  

 大切なことは、自分自身の予防を徹底する事と、  

万が一感染した場合には、いち早く自分の感染を知り、  

他人への感染を防ぐことです。  

「セイファーセックス」の理解を深めるため、我々は、  

コンドームや啓発資料の街頭配布を行なって参ります。  

 

 

12 月 1 日は「世界エイズデー」 

ベネトン ジャパン／エイズ予防財団とともにイベントを開催 

～若者の街 東京・下北沢にてコンドームを配布～ 

12 月 10 日に配布するコンドームのパッケージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世界エイズデーについて】  

1988 年、WHO（世界保健機関）がエイズに関する正しい知識等についての啓発活動を  

推進し、エイズまん延防止、患者・感染者に対する差別・偏見の解消等を図ることを目

的として 12 月 1 日を“World AIDS Day”（世界エイズデー）と定めたものです。日本で

も、厚生労働省を中心にその趣旨に賛同したイベントが 12 月 1 日ないしその前後に開か

れています。  

 

【イベント概要】 

主催者：公益財団法人エイズ予防財団、ベネトンジャパン株式会社、オカモト株式会社 

日 時：2016 年 12 月 10 日（土）14：00～16：30（予定） 

    （※数量が無くなり次第終了となります。） 

場 所：下北沢ケージ http://s-cage.com/ 

東京都世田谷区北沢 2-6-2 / 京王電鉄･井の頭線高架下 

配布物：コンドーム、世界エイズデーや HIV/AIDS の検査と予防に関する啓発資料など 

井の頭線 至 渋谷 

≪本件に関するお問い合わせ≫ 

オカモト株式会社  

本リリースの内容について：  総務部総務課 広報担当 

pr-okamoto@tmx.okamoto-inc.co.jp TEL 03-3817-4282 

本イベントの企画運営について：医療生活用品マーケティング室 黒川耕士 

kurokawa@tmx.okamoto-inc.co.jp  TEL 03-3817-4231 

小田急線 至 町田 


